
ンタープライズ市場に向

けてローエンド製品を持

つことで、よりビジネス

の幅が広がることは間違

いありません。

―エンタープライズ向け

ビジネスの比率はどの程

度ですか。

大須賀 全社的に、キャ

リアやISP向けビジネスが

全体の2/3で、残り1/3がエンタープ

ライズです。日本もほぼ同じような

比率です。戦略的に思い切って舵を

切ったということではなくて、今後

の成長を考えた時に、エンタープラ

イズ市場にまでビジネスの裾野を拡

大していくことが必要と判断した結

果です。また、エンタープライズ市

場のユーザーが、キャリアやISP向

け製品並みの高い信頼性や安全性を

求め始めていることも見逃せませ

ん。特に、インターネットの急速な

普及拡大は、インフラストラクチャ

を共有し、優れた経済性を確保しよ

うとすると、その一方でセキュリテ

ィ、信頼性、品質を犠牲にしなけれ

ばならないという二者択一のトレー

ドオフ問題を引き起こしました。こ

の二者択一の問題を打破するのが
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リューションであり、これはジュニ

パーの高性能 IPインフラ製品技術

と、買収したネットスクリーン、カ

グール、ペリビット、レッドライン

のテクノロジーを融合することで実

現されます。

―エンタープライズ市場に注力する

ことで、これまでの戦略を大きく転

換することはあるのですか。

―昨年のネットスクリーン社に続い

て、今年に入りさらに３社を買収さ

れましたが、こういった拡大路線を

含めた最近のビジネスの状況からお

聞かせください。

大須賀 私どもジュニパーネット

ワークス（以下、ジュニパー）は、

単純な拡大路線で企業買収している

わけではありません。そこには、ジ

ュニパーが目指す明確な方向性、ビ

ジョンがあり、それに向けて必要な

テクノロジーを企業買収という形で

着実に実践しているということで

す。これまでジュニパーは、大手キ

ャリアやISPを対象にハイエンドの

IPインフラ製品を中心にしたビジ

ネスを展開してきました。ところが

IPの急速な普及・拡大に伴い、キ

ャリアやISPといった通信事業者の

ネットワークだけではなく、企業ネ

ットワークも IPに統合される方向

にあります。したがって、IPのテ

クノロジーを持つジュニパーが、エ
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大須賀 これまでキャリアとエン

タープライズとでは、マーケット自

体が明確に分かれていました。しか

しここ１、２年の間にマーケットの

明確な境界がなくなりつつありま

す。キャリアマーケットでは、トラ

ンスミッションという伝送レイヤの

上で IP-VPNのようなトラフィッ

ク・プロセッシングの付加価値サー

ビスが提供されており、ジュニパー

は、これまでこのトラフィック・プ

ロセッシングに特化したビジネスを

展開してきました。この方向性は、

今後も変わりません。私どもの強み

を発揮できるのは、トラフィック・

プロセッシングの領域にあることは

間違いありません。それ以外の領域

に関しては、それぞれマーケットリ

ーダーがいますので、そういったプ

レイヤーと緊密なパートナーシップ

によって、お客様に対して連携しな

がら優れた経済性・共有性と、セキ

ュリティ及び信頼性・品質に優れた

Secure & Assured Networkingソ

リューションを提供していくという

考えです。

―そのため、昨年４月のネットスク

リーンに続いて、カグール、ペリビ

ット、レッドラインと、それぞれ特

異の技術を持つベンダーを次々と買

収した。

大須賀 IPを高速かつ安定的にフォ

ワーディングする技術に優れたジュニ

パーと、ネットワーク・セキュリティ

やアクセス・ソリューションに優れた

ネットスクリーン、SBC（セッショ

ン・ボーダー・コントローラー）技術

を持つカグール、WAN最適化技術の

ペリビット、Webアプリケーショ

ン・アクセラレーションのレッドラ

インといった各領域でのマーケット

リーダーとの統合は、セキュアなIP

インフラ上でアプリケーション・ア

シュアランス（アプリケーションの

確実性確保）を目指すジュニパーの

トラフィック・プロセッシングを基

軸にした事業戦略上当然の流れです。

ただし、これまでは、キャリア・

マーケットを中心にビジネスを展開

してきましたが、高いセキュリティ

とアプリケーションのパフォーマン

スを保証するネットワークに対する

ニーズはエンタープライズ市場にお

いても拡大しています。このため、

企業のプライベート・ネットワーク

市場に対しても、トラフィック・プ

ロセッシングを基軸にした同様のソ

リューションを展開していくことに

注力していきます。また、通信事業

者は、ジュニパーのエンタープライ

ズ向けプラットフォームをユーザー

側に設置し、パフォーマンス、セキ

ュリティに富んだマネージドサービ

スを提供することが可能になります。

―日本市場での成長戦略として、ど

のような取り組みを行っていくお考

えですか。

大須賀 本年７月からJ-Partnerプ

ログラムに基づいたパートナー支援

を積極的に展開することで、ベース

ロードである通信事業者向けビジネ

スの拡大に加え、エンタープライズ

市場の開拓も強化し、顧客の裾野を

広げていきたいと考えています。一

方で、音声を中心に、データ、映像

などあらゆるサービスをシームレス

に提供することができる、柔軟性と

経済性に富んだ N G N（N e x t

Generation Network）と呼ばれる

新しい統合 IP網の規格やアーキテ

クチャについて、欧州や日本の大手

通信事業者、海外の大手機器メーカ

ーなどを中心とした標準化活動が始

まっています。ジュニパーは、世界

に先駆けて電話網の IP化を宣言し

たBTやドイツテレコムの計画に深

く関与しており、日本の通信事業者

様のお役に立てるノウハウと実力が

あると自負しています。NGNは私

どもにとって大きなビジネスチャン

スであり、こういった実績を活かし、

何とかビジネスに結びつけることが

できればと考えています。

―本日は有り難うございました。

（聞き手・構成　編集長　河西義人）
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